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件  名 足立区一般廃棄物処理基本計画（第3次）素案について 

所管部課 環境部ごみ減量推進課 

事業(結果)

の概要 

 

1 検討部会の設置 

専門的な検討を行うため、第2回の審議会で了承された検討部 

会を設置し、10月中旬から3回の会議を開催した。 

 

検討部会名簿 

氏 名 所 属 

吉岡  俊昭 足立資源環境事業協同組合 

鈴木  智 株式会社丸三興業 

中須賀 崇 公益財団法人東京都環境公社 

 （その他検討内容に応じ、有識者より意見をいただく。） 

 

2 主な改定のポイント 

 検討部会で検討し、別添のとおり素案を策定した。 

（1）新たな時代背景に合わせた一般廃棄物処理基本計画の策定 

ごみの発生抑制につながる廃棄物の適正処理を推進する。 

（2）３Ｒの推進とごみの減量 

ＰＲ活動の強化などにより区民の意識を向上させ、ごみの発生

を抑制する。 

（3）事業者に対する廃棄物適正処理の推進 

事業者に対する適正排出及び適正処理の指導を強化する。 

（4）資源化の推進 

費用対効果を踏まえ、新たな品目の資源化について検討する。 

（5）協働による廃棄物処理 

集団回収活動支援事業の拡充により、行政回収を縮小し、経費

を削減する。 

 

3 今後の手続き予定 

今回の素案を元に足立区一般廃棄物処理基本計画（第3次）（案） 

を策定し、1月15日開催予定の環境審議会にお示し、3月開催予

定の環境審議会で最終案を確定し、区長に答申する。 
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件  名 第二次足立区環境基本計画改定版の目標に対する進捗状況について 

所管部課 環境部環境政策課 

事業(結果)

の概要 

標記計画について、平成 24年度の実績がまとまったので、その概要を計

画の6つの柱に沿って報告する。 

（詳細は別添の「足立区環境基本計画 平成24年度実績報告」を参照） 

1 地球温暖化・エネルギー対策 

主な指標と目標数値 
平成27年度までに平成22年度（基準年）比で電気

使用量を10％、都市ガス使用量を2％削減する。 

24年度実績数値 
電気   基準年比8.7％削減 

都市ガス 基準年比1.1％削減 

 

 

評価と今後の方針 

電気使用量は2年連続で減少した。都市ガス使用量

は前年並みだったが、世帯あたりの使用量は減少し

た。いずれも目標達成に向け、概ね順調に推移して

いるが、省エネ意識の定着化、省エネ家電の買い替

え促進、太陽エネルギーの普及等を進めていく。 

 

2 循環型社会の構築        

主な指標と目標数値 
平成27年度までに平成22年度（基準年）比でごみ

処理量を5％削減する。 

24年度実績数値 基準年比1.4％削減 <2.0％削減> 

評価と今後の方針 

ごみ処理量は、平成 18年度から減少傾向にあり、

平成 24年度も前年度より減少した。目標達成に向

け、3Ｒの啓発と分別の徹底、資源化の推進に引き

続き取り組んでいく。 

 

3 健康・安全なくらしの確保 

主な指標と目標数値 
大気中のダイオキシン類環境基準適合率100％を堅

持する。 

24年度実績数値 100％ 

 

評価と今後の方針 

ダイオキシン類は環境基準値を大幅に下回り、環境

基準に適合している。今後も環境基準適合率100％

を堅持していく。 
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4 人と自然の豊かなふれあいの創出 

主な指標と目標数値 
区内8河川のうち、6河川が「生活環境の保全に

関する環境基準」のＣ類型（※）を満たす。 

24年度実績数値 6河川が基準を満たした。 

 

評価と今後の方針 

平成 24年度調査では、基準を満たす河川が前年度

の5河川から6河川となり、目標を達成した。引き

続き、河川環境の調査を継続していく。 

 ※Ｃ類型…生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）が5㎎/ℓ以下 

 

5 環境に配慮したまちづくり 

 

主な指標と目標数値 

 

平成28年度の調査で樹木被覆率9.4%を達成する。

そのため、経年変化を見る指標として、緑視率を

27年度までに15.8％に増やす。 

24年度実績数値 緑視率 14.6％ 

 

評価と今後の方針 

緑視率は、3年続けて14.6％にとどまっている。目

標達成に向けて、公共、民間で緑化をさらに促進し

ていく。 

 

6 環境を学び、実践の輪を広げる 

主な指標と目標数値 
身近な環境配慮行動に取り組む人を 10万人に増や

す。 

24年度実績数値 85,410人（対前年度3,388人減） 

評価と今後の方針 

あだちエコネット事業で付与されたポイントを１

年間使用せず失効した登録者が多かったため、平成

24年度の実績数値はやや減少した。目標達成に向

け、効果的な事業のあり方を検討していく。 

 

平成 24年度の進捗状況については、足立区ホームページで公表してい

る。 

また、24年度実績数値と目標数値との差が大きい指標については、各

担当課に原因や現状の分析、今後の予定などを調査依頼し、目標達成に向

けた効果的な施策や取組み強化について協議していく。 

 

 

 



   

 4 

 

 

件  名 「地球環境フェア2013」の中止について 

所管部課 環境部環境政策課 

事業(結果)

の概要 

10月 26日（土）、27日（日）に、足立区役所及び中央公園で開催を予定

していた｢地球環境フェア2013｣を中止したので、報告する。 

1 中止決定までの経緯 

気象庁等によると、台風27号の影響で、26日から27日にかけて全国

的に大荒れの天気が予想された。 

一方、開催にあたっては、出展者の準備作業、会場設営の両面から考

慮すると、10月24日（木）夕刻までに開催の可否を判断する必要があっ

た。 

ついては、来場者・関係者の安全と事故防止を最優先に、10月24日（木）

夕刻に中止を判断した。 

2 中止決定後の対応 

直接利害の発生する関係団体、出展者等には、24日（木）夜までには

電話連絡を終えた。その他の関係機関には、25日（金）午前にはおおむ

ね電話等にて連絡を終えた。 

その他、区ホームページへの掲載及び掲示中のポスターに中止を表示

した。 

また、開催を予定していた26日、27日は職員を配置し、電話による問

い合わせの対応のほか、庁舎入口等で、来場者に中止を案内した。 

3 その他 

 中止に伴う経費の精算については、委託先と協議の上、対応する。 
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件  名 「光の祭典2013」におけるカーボン・オフセットの実施について 

所管部課 環境部環境政策課 

事業(結果)

の概要 

竹ノ塚駅周辺及び元淵江公園で開催される｢光の祭典 2013｣において、カ

ーボン・オフセットを実施する。 

1 カーボン・オフセットとは 

 自らの活動において、最大の削減努力をしても削減できない二酸化炭素

（ＣＯ２）排出量について、他の場所でのＣＯ２排出削減や吸収活動を支

援することで得られる排出権で埋め合わせ、相殺すること。 

2 カーボン・オフセットの対象と推計ＣＯ２排出量 

(1)対象 イルミネーションの点灯に伴い排出されるＣＯ２   

 電球数 点灯期間 点灯時間 

元淵江公園 45万球 11月30日から12月25日 17時から21時 

竹ノ塚駅周辺 25万球 11月30日から 1月10日 17時から22時 

(2)削減努力 全て消費電力が少ないＬＥＤ照明を使用 

(3)推計電気使用量 5,958ｋＷｈ 

  （家庭約2軒分の年間平均電気使用量に相当） 

(3)推計ＣＯ２排出量 約2.8トン 

3 活用する排出権 

 北海道士幌町の「町有林間伐促進による森林づくりプロジェクト」で増

加したＣＯ２吸収量として、環境省Ｊ－ＶＥＲ制度が認証した排出権を 

3トン購入（購入価格は31,500円） 

 

北海道士幌町（しほろちょう） 

十勝地方の自然豊かな人口約 6,500人の

町。足立区も参加する自治体のネットワーク｢環

境自治体会議｣の会員自治体であり、J-VER制

度による排出権を事業化していることから、今

回のカーボン・オフセットに活用した。 

(地図データ：十勝情報サイト｢とかちーな｣) 
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件  名 平成25年度上半期の電気使用量の状況について 

所管部課 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結

果)の概

要 

 

 

 

 

 

 

 

東京電力株式会社から情報提供される区内の販売電力量について、平

成25年度上半期及び夏季の状況について報告する。 

1 区内の上半期の電気使用量の状況 

 上段:電灯（住宅や小規模店舗など電灯契約） 

下段:電力（事業所、工場など電力契約）   

カッコ内:東京電力管内全体の増減率     

 
単位：ｋＷｈ 24年度比（％） 22年度比（％） 

4月 
1億0269万 

9033万 

-5.8(-6.4) 

-3.9(-4.5) 

-20.2(-19.8) 

-15.3(-12.2) 

5月 
9528万 

8649万 

-6.4(-5.9) 

-3.2(-1.9) 

-13.1(-12.0) 

-10.7 (-9.6) 

6月 
8204万 

9410万 

-3.9(-4.6) 

+1.5(+0.5) 

-7.8 (-7.8) 

-9.4(-10.1) 

7月 
1億0254万 

1億0389万 

+7.2(+5.7) 

+2.3(+2.6) 

-17.1(-16.0) 

-14.4(-12.8) 

8月 
1億3439万 

1億1501万 

+3.8(+4.4) 

+0.1(-0.7) 

-7.4 (-5.7) 

-13.3(-12.2) 

9月 
1億2706万 

1億1132万 

-3.6(-2.0) 

-6.6(-3.3) 

-20.5(-19.1) 

-17.3(-14.4) 

合計 12億4515万 -1.6(-1.3) -14.2(-12.6) 

2 区内の夏季（7月から9月まで）の電気使用量 

カッコ内:東京電力管内全体の増減率     

 単位：ｋＷｈ 24年度比（％） 22年度比（％） 

電灯 3億6399万 +2.0(+2.5) -15.1(-13.7) 

電力 3億3022万 -1.6(-0.5) -15.0(-13.1) 

合計 6億9421万 +0.2(+0.4) -15.1(-13.3) 

 

 

報告事項 4 
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3 区施設（本庁舎など高圧受電契約207施設の合計） 

 単位：ｋＷｈ 24年度比（％） 22年度比（％） 

上半期 2403万 +6.2 -16.9 

夏季 1417万 +5.3 -17.8 

4 東京（大手町）の月間最高気温平均 

 
平成25年度 24年度 22年度 

7月 31.4℃ 30.1℃ 31.6℃ 

8月 33.2℃ 33.1℃ 33.5℃ 

9月 28.8℃ 29.8℃ 29.0℃ 

 

5 分析及び今後の取り組み 

平成 25年度上半期（4月から 9月まで）の電気使用量は、前年比

-1.6％、震災前の 22年度比-14.2％となった。震災以降の節電が、か

なり定着しているものと考えられる。 

夏季（7月から9月まで）は、天候の影響もあって、24年度を0.2％

上回った。しかし、同じように猛暑だった22年度に比べると15％減少

している。 

また、区内の増減率と東京電力管内全体の増減率を比較すると、数

字上は、概ね区内のほうが、削減幅が大きくなっている。 

 なお、今冬は、国では、数値目標を伴わない節電要請をするとしてい

る。引き続き一年を通じて無理のない範囲で節電を継続するよう呼びか

けていく。 
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件  名 2012（平成24）年度の日本国内温室効果ガス排出量（速報値）について 

所管部課 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

事業(結

果)の概

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境省と国立環境研究所が2012（平成24）年度の国内の温室効果ガス

排出量の速報値を発表したので、概要を報告する。 

1 発表の概要 

(1)温室効果ガス排出量 

 2012年度の温室効果ガスの総排出量は 13億 4,100万トンで、京都

議定書の基準年度である1990年度に比べ＋6.3％（8,000万トン）、前

年度に比べ＋2.5％（3,300万トン）となった。 

排出量が前年に比べ増加した原因として、化石燃料を消費する火力

発電が増加したことを挙げている。 

(2)京都議定書の達成状況 

京都議定書の第一約束期間（2008年度から 2012年度）の 5ヵ年の

平均排出量は、1990年度に比べ＋1.4％となる。しかし、森林吸収量

の目標（※１）と、京都メカニズムクレジット（※２）を加味すると

5ヵ年の平均は、京都議定書の目標（基準年比－6％）を上回る－8.2％

となり、目標を達成する見込みである。 

※１ 森林吸収量の目標 京都議定書目標達成計画において、基準年比約 3.8％

分（4,767 万トン/年）の森林吸収量を目標にしている。 

※２ 京都メカニズムクレジット 他国での温室効果ガスの排出量削減を自国での削

減に換算できる仕組み。日本では、政府や民間企業が、ウクライナ、ポーラン

ド、ラトビア、チェコなどから約9,700万トンのクレジットを取得している。 

2 2012年度温室効果ガス総排出量とこれまでの推移 

 排出量 構成比 

二酸化炭素（ＣＯ２） 12億7500万トン 95.1％ 

メタン（ＣＨ４） 2000万トン 1.5％ 

一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ） 2140万トン 1.6％ 

ハイドロフルオロカーボン類（ＨＦＣｓ） 2050万トン 1.5％ 

パーフルオロカーボン類（ＰＦＣｓ） 300万トン 0.2％ 

六フッ化硫黄（ＳＦ６） 160万トン 0.1％ 

合計 13億4150万トン 100.0％ 

平成24年度第5回足立区環境審議会資料 
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国内温室効果ガス排出量の推移
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3 ＣＯ２排出量の部門別動向 

 2012年度のＣＯ２排出量を部門別に見ると、産業が全体の約34％を占

め最も多く、業務、運輸、家庭の順である。 

 1990年度と比較すると、家庭、業務のＣＯ２排出量は約50％の大幅な

増加となっている。 

（単位：トン） 

部  門 2011年度 構成比 
1990年度比 

増減率 

産  業 4億3100万 33.8％ -10.7％ 

民生（家庭） 2億300万 15.9％ +59.5％ 

民生（業務） 2億5900万 20.4％ +57.9％ 

運輸（自動車等） 2億2700万 17.8％ +4.5％ 

エネルギー転換※１ 8630万 6.8％ +27.1％ 

工業プロセス※２ 4150万 3.3％ -33.4％ 

廃棄物など 2660万 2.1％ +17.0％ 

※１エネルギー転換 

 石油・石炭などを電力等の他のエネルギーに転換する部門で、事業用発電（発電

所）、地域熱供給、石油製品の精製などの際に排出する温室効果ガスが該当 

※２工業プロセス 

 セメントなどの鉱物製品や、アンモニアなどの化学製品を工業的に製造する際に、

物理的・化学的に排出される温室効果ガスが該当 
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件  名 第4回環境審議会兼施設見学会の開催について 

所管部課 環境部環境政策課 

事業(結果)

の概要 

次回の環境審議会は、環境施設の見学会を兼ねて以下のとおり実施する。 

1 実施日時 

1月15日（水） 午前8時45分から午後5時15分頃まで 

2 見学場所 

(1)バイオエナジー株式会社城南島工場（大田区） 

 東京臨海部に位置する先進的なリサイクル施設「東京スーパーエコ

タウン」の工場。食品廃棄物をメタン発酵させ、メタンガスを利用し

て、電気と熱のエネルギーを生み出している。 

 

(2)環境学習情報館 えこっくる江東（江東区） 

 環境に関する学習、活動及び情報発信の拠点として、江東区が設置

した施設。１階の常設展示室は、地球ゾーンと生活ゾーンで構成され、

今、地球に何が起こっているのか、私たちの生活と地球環境がどのよ

うにつながっているのかを学ぶことができる。 

 
 (3)エコミラ江東（江東区） 

ＮＰＯと江東区が協働する環境福祉事業で、知的障がい者の雇用と

リサイクルを結びつけた取り組み。使用済みの食品トレーを回収し、

発泡スチロールを再資源化している。 

平成25年度第3回足立区環境審議会資料 

報告事項 6 

えこっくる江東環境学習情報ナビゲーター 
「たすけくん」 

バイオエナジー株式会社 

城南島工場 
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3 行程 

 8時45分 足立区役所集合 貸し切りバスにて出発 

 

10時00分 バイオエナジー株式会社城南島工場 到着 

○工場見学 1時間程度 

○質疑応答など 20分程度 

11時30分 バイオエナジー株式会社城南島工場 出発 

    

 12時15分 環境学習情報館 えこっくる江東 到着 

○昼食・休憩（60分程度） 

○えこっくる江東施設見学（30分程度） 

○エコミラ江東見学（15分程度） 

○江東区の環境の取組み紹介（30分程度） 

○質疑応答、意見交換等 

 15時00分から16時30分まで 

えこっくる江東の会議室において第4回環境審議会を開催 

 16時30分 環境学習情報館 えこっくる江東 出発 

 

 17時15分 足立区役所 到着 解散 

   （道路事情等により、多少時間が前後する可能性あり） 

 

4 昼食について 

 えこっくる江東の会議室で、昼食の時間を1時間程度確保しているが、

周辺には飲食店がないので、弁当を手配する。 

（実費負担1,000円 当日徴収） 

・弁当手配を希望する場合は、事務局に申し込み 

 （締め切り：12月27日（金）） 

・各自で昼食を持参することも可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








